
　【平成２１年第１回市議会定例会提案理由説明】　　　　　平成２１年３月９日
　ただいまは、議会運営のかなめであります組織を整えられ、ここに権威ある白山市議会が、市民の負託にこたえ、新たな議会活動を展開されますことに対し、心から敬意を表するものであります。また、白山市議会議長に就任されました　杉本　典昭　さん、副議長に就任されました　前多　喜良　さんには、心からお祝いを申し上げますとともに、今後、円滑な議会運営と市政発展のためにご尽力を賜りますようお願いするものであります。
　はじめに、２月２２日に執行されました市長選挙におきまして、市民の皆様の信任をいただき、無投票により当選できましたことに、心より感謝申し上げますとともに、２期目の市政を担うことへの使命の大きさと責任の重さに、身の引き締まる思いであります。
　私は、「市政の原点は、市民との対話を中心とした公正で公平な開かれた行政である」ことを政治理念とし、市民の信頼と安心が得られる政治の実行を第一に、１１万市民の幸せのため、全身全霊を傾注してまいる所存でありますので、引き続き議員各位をはじめ、市民の皆様方のご協力とご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
　それでは、最近の市政の状況と提案いたしました諸議案につきまして、その大要をご説明申し上げます。
　我が国は、昨年からの世界的な金融危機等により、景気の急激な減退に伴い、株安や円高が進行し、さらには、非正規労働者の解雇が増えるなど、国民生活が悪化し、将来の生活への不安感が急速に高まっているところであります。こうした状況のなか、国においては、景気の浮揚策や、雇用対策を柱とする２次にわたる補正予算を措置し、経済の活性化を図っているところであります。本市おいては、急激な失業者の増加に備え、１月に緊急雇用・経済対策連絡会議を庁内に設置するとともに、国の経済・雇用対策にいち早く対応するため、２月には、道路や学校施設などの修繕、整備等を実施する地域活性化・生活対策臨時交付金事業や市が臨時職員を雇用する緊急雇用創出事業等の予算を、専決補正したところであります。また、平成２１年度から２３年度の３年度間についても、総額約２億円規模の緊急雇用創出事業等を実施し、地域の雇用環境の改善を図ることといたしております。こうした施策の着実な実行により、地域経済の活性化はもとより、雇用の確保、安定化に努め、市民生活に安心が得られるよう、全力で取り組んでまいることといたしております。
　こうした厳しい経済・雇用状況のなかでのスタートとなりましたが、私は、これまでの行政経験や実績を基に、「本市の確かな未来を創造し、市民の誰もが夢と希望を持てるふるさとづくり」を目指し、市勢のさらなる振興と発展に積極的に取り組んでまいる所存であります。
　ここに、今後の市政運営にあたり６つの基本施策に基づき、その所信の一端を申し上げたいと存じます。
　はじめに、「安全で安心できるまちづくり」についてであります。
　昨年は、宮城・岩手内陸地震や浅野川の氾濫などにより、各地に甚大な被害がもたらされました。こうした災害を教訓に、日頃からの危機管理のあり方や災害時の初動体制がいかに大切であるかを、強く認識したところであります。私は、自然災害だけではなく、様々な事件や事故において、迅速かつ的確な指示対応ができるよう万全な体制を整えておくことが重要であり、災害等から市民の生命と財産を守ることが、行政のなすべき最大の責務であると思っております。そのために、町内会等を中心とした地域防災体制の充実や正確な情報の収集と伝達を行うためのデジタル防災行政無線の整備に取り組んでまいりたいと考えております。さらに、現在、建設中の消防本部庁舎が明年秋に完成し、高機能消防指令センターとして運用が開始されることから、この機に合わせ、一層消防・救急体制の充実に努めることといたしております。
　次に、「感性豊かな心を育むまちづくり」についてであります。
　ふるさとづくりの基本は、ひとづくりであります。私は、未来を担う子どもたちへの教育が、極めて重要であると考え、ひとり一人にきめ細やかな教育ができる少人数学級や図書館司書の配置などに、精力的に取り組んでおります。子どもたちは、未来に輝く、かけがえのない宝であり、学校・家庭・地域が一体となって、守り育てられる教育環境の充実を図ってまいりたいと考えております。また、老朽化の著しい学校施設については、耐震補強工事や改築工事などを計画的に実施し、安全に安心して学ぶことのできる教育環境の整備に努めていく所存であります。
　また、本市は、各地域に根ざした固有の伝統文化や貴重で特色ある文化財を有していることから、日常生活において、人の心に深く関わる伝統や文化に触れ、親しむことで、感性豊かな思いやりの心が育まれるものと考えております。今後とも、悠久の歴史のなかで培われた伝統文化、風土など多様な地域資源や人材を活かす施策を積極的に展開していくことといたしております。
　次に、「明るく温もりのある健康と福祉のまちづくり」についてであります。
　わが国は、世界に誇る長寿国であり、本格的な高齢社会を迎えております。本市における６５歳以上人口の高齢化率は、昨年末において約１９パーセントと、５人に１人が、高齢者であり、今後も増加が見込まれております。こうしたなかで、高齢者が、心身ともに健康であることはもちろんのこと、生きがいのある充実した生活をおくることが大切であり、地域の老人クラブなどによるスポーツ、学習、創作活動などを通じ社会参画を促進し、社会全般にわたる活動機会の拡充を図っていきたいと考えております。
　次に、「多様な地域資源を活かした観光と交流のまちづくり」についてであります。
　本市は、霊峰白山をはじめ、清らかな手取川や日本海など、豊かで魅力あふれる自然環境を有しております。私は、こうした多様な資源を最大限に活用するとともに、白山菊酒や白山百膳など地元の酒や食を結びつけた観光の開発、世界に向けた観光情報の発信等により、海外からの観光客の誘致などに努めてまいりたいと考えております。
　さらに、国が計画している小松白川連絡道路の整備に伴い、白山ろく地域の交通アクセスの要衝に、観光拠点を整備することが、過疎対策や観光振興を図るうえで不可欠であると認識しております。特に、吉野工芸の里については、その核となる施設として、農業をモチーフとした美術作品の展示や農山村の生活を理解する企画など特色ある「農村美術館」や、陶芸・和紙工芸を主とした「体験型工房」の整備など、観光の振興と活性化に精力的に取り組んでまいりたいと考えております。
　次に、「賑わいと活力みなぎるまちづくり」についてであります。
　農産物の産地偽装や輸入食品の残留農薬問題などにより、消費者の食の安全に対する関心が高まっており、このニーズに的確に対応するため、農業の振興施策を積極的に展開する必要があると認識しているところであります。本市は、県内最大の農業地域であり、特に、地元における安全・安心な農産物の供給と消費を結びつけた地産地消を推進することにより、食料自給率の向上と農業の活性化を図ってまいりたいと考えております。
　また、白山ろく地域における若者の定住を促進するため、市が所有する住宅用地を安価に提供するほか、通勤可能区域や幹線道路沿線での工業団地を整備し、企業誘致を積極的に推進してまいりたいと考えております。
　次に、「協働と創造性のある自立したまちづくり」についてであります。
　私は、これまで常に市民と同じ目線に立ち、市民の声を聴くなかで、市民本位の施策や事業を積極的に実施してまいりました。今後とも、この基本的立場を踏まえ、調和のある施策の推進や地域間のバランスに配慮した市政運営に努めてまいりたいと考えております。現在、財政状況はかつてないほど厳しいことから、山積する行政課題の的確な分析、検証を行うとともに、職員自らがその対応策を積極的に考え、創意工夫を重ねながら、行財政改革を推進し、住んでよかったと思える魅力あるまちづくりに取り組んでまいりたいと考えております。　　　
　それでは、提案いたしました諸議案について、ご説明申し上げます。
　提出案件は、平成２１年度予算案１５件、平成２０年度補正予算案６件、条例案１２件、事件処分案９件、専決処分の承認１件の計４３件となっております。
　はじめに、議案第１号から第１５号までについてであります。
　平成２１年度当初予算は、２月２２日執行の市長選挙及び市議会議員選挙などの諸般の情勢を考慮し、重要な判断を必要とする施策などについては、一部経費の計上を見送るいわゆる骨格予算として編成いたしたところであります。
　歳入につきましては、景気後退による受注の減少や円高などにより、市内企業の業績に影響が見られ、その回復に相当の時間を要すると見込まれることなどから、法人市民税が大幅に減収となるなど、市税収入は、前年度と比べ、約１３億円の減収となる一方で、地方交付税等は前年度と比べ約８億円の増額となっております。
　一方、歳出につきましては、扶助費などの一般行政経費については、通年規模に基づく額を措置し、また、市民生活の安心・安全の確保や雇用創出対策などに直結する事業や公共事業などの投資的経費のうち、継続事業分については、必要な予算を計上いたしたところであります。
　その概要といたしまして、
　総務費では、本庁及び７支所の庁舎管理費や行政情報のシステム管理費のほか、白峰地区中心市街地再整備事業に係る特産品販売供給施設やまちなか公園の整備経費やコミュニティバスの運行経費等を計上いたしております。
　民生費では、高齢者の生きがいづくりを支援する老人クラブ活動補助事業費や障害者の医療や介護給付費等をはじめ、児童手当支給事業費や保育所運営費、生活保護費、介護保険特別会計への繰出金等を計上いたしております。
　衛生費では、市民の健康づくりを推進するための市民健診事業費、母子の健康対策費や後期高齢者医療特別会計への繰出金を計上するとともに、公費負担による妊婦健診の回数の拡大や、里帰り出産の健診費用を計上いたしております。
　労働費では、失業者が増加傾向にある現状から、市が新たに臨時職員の雇用を行う緊急雇用創出事業や市内の民間企業に、新規雇用を促すふるさと雇用再生特別基金事業など、地域の雇用環境の改善を図る事業費を計上いたしております。
　農林水産業費では、良質でおいしい米づくりを進めるため、有機肥料による土づくり事業への支援や担い手農家の育成、中山間地域等の耕作不利地域へ助成するほか、消費者ニーズにあった地域特産品の産地化やブランド野菜の確立などに取り組むことといたしております。また、森林環境を適切に管理するための林道整備や農地・農業用水路等を整備するための負担金等について、計上いたしております。
　商工費では、商業の振興、育成強化を図るため、商工会議所等へ助成するとともに、商店街のイベント等に支援することといたしております。また、工業の振興については、起業家への支援のほか、企業の機械設備資金預託金を措置したところであります。
　観光の振興については、一層の誘客を図るため、観光情報の発信を強化するとともに、四季折々の自然資源を活かしたイベントの開催に助成することといたしております。また、北陸鉄道石川線の存続を図るため、電車を活かした観光と街づくり策に取り組む経費を計上いたしております。
　土木費では、市道の維持管理費、交通安全施設等の整備のほか、継続事業の区画整理事業、市営住宅建設事業等について、所要の経費を計上いたしております。これら事業のほか、金剣通り線ＪＲ横断道路事業や、松任駅自由通路等整備事業については、その所要額を計上いたしております。
　消防費では、地域の消防・防災の要である２２の消防分団活動経費及び一ノ宮、鳥越分団の消防ポンプ自動車整備費のほか、白山石川広域事務組合の新消防本部庁舎建設に係る負担金等を計上いたしております。
　教育費では、幼稚園、小中学校の管理運営費、教育振興費や現在、建設を進めております美川小学校の改築事業費、さらに、児童、生徒の急増に対応するため、蕪城小学校及び松任中学校の増築事業費を計上いたしております。
　次に、組織機構の見直しについてであります。
　組織体制については、職員数の削減を進めているなか、多くの行政課題に対し迅速かつ効率的な対応を図るため、組織機構を見直すこととしており、特に、白山ろくの地域振興と観光施策の一体的な推進を図るため、地域振興課及び白山ろく振興室を観光推進部に組織替えすることといたしております。
　さらに、生産者と消費者とを結びつける地産地消と健全な食生活を実践する食育を推進するため、新たに産業部に地産地消課を新設することといたしております。
　以上が、平成２１年度当初予算における概要であり、一般会計においては、骨格予算といたしたことから、前年度当初と比較し、６パーセント減の４３９億２,４００万円となっております。その財源として、市税１５９億３，６０１万円、地方交付税１０７億１，０００万円、国・県支出金５６億２，４７４万２，０００円、市債６０億１，６９０万円などを充てることといたしております。
　また、特別会計では、国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、観光事業、下水道事業など１２の特別会計及び水道事業会計、工業用水道事業会計において、総額３１９億２，３２２万２，０００円となっております。
　次に、議案第１６号から第２１号までについてであります。
　平成２０年度一般会計補正予算につきましては、除雪経費や工場等誘致助成金などを計上するほか、事業費の確定に伴う補正が主なものとなっており、６，７６２万２，０００円を追加し、現計予算と合わせて、５０４億９，８３８万６，０００円となったものであり、その財源として、国・県支出金、市債、財政調整基金からの繰入金などを充て、収支の均衡を図ったものであります。
　また、国民健康保険、介護保険など５つの特別会計においては、直診診療施設への繰出金や介護従事者処遇改善臨時基金への積立等により、総額４，８３６万２，０００円を追加するものであります。　
　なお、国の２次補正予算に関連する地域活性化・生活対策臨時交付金事業費、定額給付金給付事業費、子育て応援特別手当事業費をはじめ、北陸新幹線整備事業費、市道横江宮永線道路改築事業費、農林水産施設災害復旧事業費など計４１件を次年度へ繰り越すことといたしております。
　次に、議案第２２号から第３３号までの条例案についてであります。
　その主なものとして、「白山市個別外部監査契約に基づく監査に関する条例」につきましては、地方自治法に規定する個別外部監査契約に基づく監査を実施するため、必要な事項を定めるものであります。また、「白山市ふるさと振興基金条例」につきましては、本市の発展を願う個人又は法人などから、いただいた寄附金を有効に活用するため、基金条例を制定するものであり、合わせて１２件となっております。
　次に、議案第３４号から第４２号の事件処分案についてであります。
　その主なものとして、市道路線の認定、変更、廃止や観光施設の指定管理者の指定及び新北部工業団地造成工事請負契約の議決の一部変更など、合わせて９件となっております。
　次に、議案第４３号の専決処分の承認についてご説明申し上げます。
　平成２０年度一般会計補正予算につきましては、国の経済雇用対策の実施に合わせ、いち早く対応するため、地域活性化・生活対策臨時交付金事業費や定額給付金給付事業費等合わせて２３億８，１９８万円を追加したものであり、その承認を求めるものであります。
　
　以上をもちまして、提案理由の説明を終わりますが、何卒慎重にご審議の上、適切なるご決議を賜りますようお願い申し上げます。
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